
1 入力共通項目
an 398 M M M M M M M M

2 様式

YSK an 6 M M M M M M M M

（１）入力共通項目で画面コードを含まない場合は必須入力
（２）ＮＡＣＣＳパッケージソフト利用者は入力不要
・Ｔ－１２２０：標本・学術研究用品等、寄贈物品免税明細書
・Ｔ－１２４０：博覧会等における使用物品免税明細書
・Ｔ－１２７０：機械類等免税明細書
・Ｔ－１２８０：自動車等の引越荷物免税申請書
・Ｔ－１３４０：再輸出貨物減免税明細書
・Ｔ－１６７０：軽減税率等適用明細書
・Ｔ－１１００：製造用原料品、輸出貨物製造用原料品減免税明
細書
・Ｐ－１１００：製造用原料品譲許の便益の適用明細書

3 減免戻し税等明細書番号

GMN an 11 C C C C C C C C

（１）初期登録の場合は、入力不可
（２）登録内容を訂正または取消する場合は必須入力

4 処理種別

SKC an 1 C C C C C C C C

スペース：登録
Ｕ：訂正
Ｔ：取消

5 提出年月日

TSD an 8 C C C C C C C C

輸入申告予定年月日を入力

6 提出先官署

CH an 2 M M M M M M M M

税関官署コード

7 輸入申告等番号

ICN an 11 C C C C C C C C

輸入申告等番号を入力

8 輸入者コード

YNC an 17 C C C C C C C C

輸出入者コード
法人番号

（１）無符号輸入者の場合、入力不要
（２）先頭８桁または１３桁で入力した場合は、システムで後４
桁に「００００」を補完する

9 輸入者名

YNN an 70 F F F F F F F F

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

国内用輸出入者ＤＢに登録されていない輸入者または、登
録されている名称が無効の場合に入力

10 申告予定者

TYC an 5 C C C C C C C C

利用者コード 本業務の実施者と、輸入申告の実施者が異なる場合に入力

11 使用場所官署１

SK1 an 2 M M M M C M M M

税関官署コード

12 使用場所１

SB1 j 280 M M M M F M M M

様式ごとに以下の内容を入力
・Ｔ－１２２０号
「陳列」又は「使用場所」を入力
・Ｔ－１２４０号
「会場の位置」を入力
・Ｔ－１２７０号、Ｔ－１３４０号
「使用場所」を入力
・Ｔ－１２８０号
「現住所」を入力
・Ｔ－１６７０号
「使用場所（名称及び所在地）」又は「使用予定計画」を入力
・Ｔ－１１００号、Ｐ－１１００号
「承認を受けた製造工場名称及び所在地」を入力

13 使用場所官署２

SK2 an 2 C C C C C C M M

税関官署コード 「使用場所官署１」を入力していない場合は、入力不可

14 使用場所２

SB2 j 280 M M M M M M M M

（１）下記様式の場合、以下の内容を入力
・Ｔ－１１００号、Ｐ－１１００号
「原料品を置く場所」を入力
（２）「使用場所官署２」を入力した場合は、必須入力。それ以
外の場合は入力不可

15 使用場所官署３

SK3 an 2 C C C C C C C C

税関官署コード 「使用場所官署２」を入力していない場合は、入力不可

16 使用場所３

SB3 J 280 M M M M M M M M

「使用場所官署３」を入力した場合は、必須入力。それ以外の場
合は入力不可

17 使用場所識別

SBS an 1 M M M M - M M M

使用場所が３カ所以内であることを確認するため、必須入力

０：使用場所が３カ所以内でない（本業務の実施は不可）
１：使用場所が３カ所以内である

18 別紙識別（使用場所１）

BSY an 1 - - - - C - - -

使用場所が複数あり、別紙による提出を希望する場合にチェック
する（※３箇所を超える場合も可）。

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

19 免税条項該当申告区分コード

MJS an 3 M M M M M M M M

免税条項区分コー
ド

適用する免税条項に応じたコードを入力する。

19 提出者住所１（都道府県）

TJ1 ｊ 30 F F F F F F F F

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

20 提出者住所２（市区町村（行
政区名））

TJ2 ｊ 70 F F F F F F F F

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

21 提出者住所３（町域名・番
地）

TJ3 ｊ 70 F F F F F F F F

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

22 提出者住所４（ビル名ほか）

TJ4 ｊ 70 C C C C C C C C

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

23 提出者氏名又は名称

TSN ｊ 140 F F F F F F F F

国内用輸出入者ＤＢ
（輸入者コード）

提出者の氏名（名称及び代表者の氏名）を入力

24 使用者氏名

SYN j 140 - - - M - - - -

使用者の氏名（名称及び代表者の氏名）を入力

25 品名

CMN j 350 F F F - F F F F

下記様式の場合、以下の内容を入力
・Ｔ－１６７０号
「品名（税表番号）」を入力
・Ｔ－１１００号
「関税の軽減又は免税を受けようとする原料品の品名」を入力
・Ｐ－１１００号
「譲許の便益の適用を受けようとする原料品の品名」を入力

26 別紙識別（品名）

BSH an 1 C C C - C C C C

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

27 数量

QN1 j 200 F F F - F F F F

下記様式の場合、以下の内容を入力
・Ｔ－１１００号
「関税の軽減又は免税を受けようとする原料品の数量」を入力
・Ｐ－１１００号
「譲許の便益の適用を受けようとする原料品の数量」を入力

28 別紙識別（数量）

BSS an 1 C C C - C C C C

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

29 価格

PR2 j 200 - F C - - F - -

様式が「Ｔ－１２７０号」の場合
①免税条項区分コードが関税定率法第１５条第１項第８号に該当
する場合、入力不要
②①以外の場合、必須入力

30 別紙識別（価格）

BPR an 1 - C C - - C - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

31 原産地

OR j 100 C F - - - F - -

様式が「Ｔ－１２２０号」の場合
・「標本・学術研究用品等免税明細書」に係る入力の場合は必須
入力

32 別紙識別（原産地）

BSG an 1 C C - - - C - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

33 型式
KTS j 140 - - F - - - - -

34 別紙識別（型式）

BKS an 1 - - C - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

入力がない場合の
補完項目

（数字は優先順位）

製造用原料品譲許の便
益の適用明細書

（Ｐ－１１００号）

製造用原料品、輸出貨
物製造用原料品減免税

明細書
（Ｔ－１１００号）

博覧会等における使用
物品免税明細書

（Ｔ－１２４０号）

機械類等免税明細書
（Ｔ－１２７０号）

自動車等の引越荷物免
税申請書

（Ｔ－１２８０号）

桁

業務名（業務コード） 減免戻し税等明細書登録（ＧＫＡ）

コード 入力条件／形式
繰
1

繰
2

項番 欄 項目名 ID
属
性

条件（様式）

軽減税率等適用明細書
（Ｔ－１６７０号）

再輸出貨物減免税明細
書

（Ｔ－１３４０号）

標本・学術研究用品
等、寄贈物品免明細書
（Ｔ－１２２０号）
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入力がない場合の
補完項目

（数字は優先順位）

製造用原料品譲許の便
益の適用明細書

（Ｐ－１１００号）

製造用原料品、輸出貨
物製造用原料品減免税

明細書
（Ｔ－１１００号）

博覧会等における使用
物品免税明細書

（Ｔ－１２４０号）

機械類等免税明細書
（Ｔ－１２７０号）

自動車等の引越荷物免
税申請書

（Ｔ－１２８０号）

桁

業務名（業務コード） 減免戻し税等明細書登録（ＧＫＡ）

コード 入力条件／形式
繰
1

繰
2

項番 欄 項目名 ID
属
性

条件（様式）

軽減税率等適用明細書
（Ｔ－１６７０号）

再輸出貨物減免税明細
書

（Ｔ－１３４０号）

標本・学術研究用品
等、寄贈物品免明細書
（Ｔ－１２２０号）

35 性能

SPC j 140 - - C - - - - -

様式が「Ｔ－１２７０号」の場合
①免税条項区分コードが関税定率法第１５条第１項第８号または
関税定率法第１５条第１項第１０号に該当する場合、入力不要
②①以外の場合、必須入力

36 別紙識別（性能）

BSN an 1 - - C - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

37 規格
KKK j 140 - - - - - F - -

38 別紙識別（規格）

BKK an 1 - - - - - C - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

39 用途

USG j 280 - - C - - F - -

様式が「Ｔ－１２７０号」の場合
①免税条項区分コードが関税定率法第１５条第１項第８号に該当
する場合、入力不要
②①以外の場合、必須入力

40 別紙識別（用途）

BYT an 1 - - C - - C - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

41 品名（製品）

CNP j 350 - - - - - C F F

品名（物品より製造される製品の品名）を入力

様式が「Ｔ－１６７０号」の場合
①免税条項区分コードが以下に該当する場合は入力不要
関税定率法施行令第57条第７号から第９号まで、第11号及び第12
号に掲げるもの
関税暫定措置法施行令第32条第１項第１号、第５号及び第７号並
びに第２項第４号から第６号までに掲げるもの
②①以外の場合、必須入力

42 別紙識別（品名（製品））

BHS an 1 - - - - - C C C

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

43 予定数量（製品）

QN2 ｊ 200 - - - - - C F F

数量（当該物品より製造される製品の予定数量）を入力

様式が「Ｔ－１６７０号」の場合
①免税条項区分コードが以下に該当する場合は入力不要
関税定率法施行令第57条第７号から第９号まで、第11号及び第12
号に掲げるもの
関税暫定措置法施行令第32条第１項第１号、第５号及び第７号並
びに第２項第４号から第６号までに掲げるもの
②①以外の場合、必須入力

44 別紙識別（予定数量（製
品））

BYS an 1 - - - - - C C C

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

45 製造の期間

SYS j 200 - - - - - C F F

当該物品より製造される製品の製造の予定期間を入力

様式が「Ｔ－１６７０号」の場合
①免税条項区分コードが以下に該当する場合は入力不要
関税定率法施行令第57条第７号から第９号まで、第11号及び第12
号に掲げるもの
関税暫定措置法施行令第32条第１項第１号、第５号及び第７号並
びに第２項第４号から第６号までに掲げるもの
②①以外の場合、必須入力

46 別紙識別（製造の期間）

BSD an 1 - - - - - C C C

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

47 寄贈者住所、氏名又は名称

KZJ j 350 C - - - - - - -

様式が「Ｔ－１２２０号」の場合
・「寄贈物品免税明細書」に係る入力の場合は必須入力

48 別紙識別（寄贈者住所、氏名
又は名称）

BAN an 1 C - - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

49 算出基礎
SSK j 140 - F - - - - - -

免税を受けようとする数量を算出した算式を入力
（例）配付期間　Ｘ　一日当りの配付人員　Ｘ　配付単位

50 別紙識別（算出基礎）

BSK an 1 - C - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

51 使用目的

SYM j 280 F F C M F - - -

（１）「陳列」または「使用」、「輸入」の目的を入力
（２）様式が「Ｔ－１２７０号」の場合
①免税条項区分コードが関税定率法第１５条第１項第１０号また
は関税暫定措置法第４条に該当する場合、入力不要
②①以外の場合、必須入力

52 別紙識別（使用目的）

BSM an 1 C C C - C - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

53 使用方法

SYH j 280 F F C - - - - -

（１）「陳列」または「使用」の方法を入力
（２）様式が「Ｔ－１２７０号」の場合
①免税条項区分コードが関税定率法第１５条第１項第１０号また
は関税暫定措置法第４条に該当する場合、入力不要
②①以外の場合、必須入力

54 別紙識別（使用方法）

BHH an 1 C C C - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

55 製造地
SZT j 280 - - F - - - - -

56 別紙識別（製造地）

BSZ an 1 - - C - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

57 製造者
SZS j 140 - - F - - - - -

58 別紙識別（製造者）

BZS an 1 - - C - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

59 博覧会等の名称
HRN j 140 - F - - - - - -

60 別紙識別（博覧会等の名称）

BHN an 1 - C - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

61 開催期間
HRS j 200 - F - - - - - -

62 別紙識別（開催期間）

BKD an 1 - C - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

63 博覧会主催者の名称
HSN j 140 - F - - - - - -

64 別紙識別（博覧会主催者の名
称）

BEN an 1 - C - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

65 輸出予定時期
YYM an 6 - - - - M - - -

ＹＹＹＹＭＭ形式

66 輸出予定地
YYP j 280 - - - - F - - -

67 別紙識別（輸出予定地）

BEY an 1 - - - - C - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

68 同種品又は類似品については
免税を受けたことがあるかど
うか DRM j 280 C - - - - - - -

様式が「Ｔ－１２２０号」の場合
・「標本・学術研究用品等免税明細書」に係る入力の場合は必須
入力

69 別紙識別（同種品又は類似品
については免税を受けたこと
があるかどうか）

BDM an 1 C - - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり
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入力がない場合の
補完項目

（数字は優先順位）

製造用原料品譲許の便
益の適用明細書

（Ｐ－１１００号）

製造用原料品、輸出貨
物製造用原料品減免税

明細書
（Ｔ－１１００号）

博覧会等における使用
物品免税明細書

（Ｔ－１２４０号）

機械類等免税明細書
（Ｔ－１２７０号）

自動車等の引越荷物免
税申請書

（Ｔ－１２８０号）

桁

業務名（業務コード） 減免戻し税等明細書登録（ＧＫＡ）

コード 入力条件／形式
繰
1

繰
2

項番 欄 項目名 ID
属
性

条件（様式）

軽減税率等適用明細書
（Ｔ－１６７０号）

再輸出貨物減免税明細
書

（Ｔ－１３４０号）

標本・学術研究用品
等、寄贈物品免明細書
（Ｔ－１２２０号）

70 学術研究用品については新規
発明品であること又は本邦に
おいて製作困難である事由

JYU j 998 C - - - - - - -

様式が「Ｔ－１２２０号」の場合
・「標本・学術研究用品等免税明細書」に係る入力の場合は必須
入力

71 別紙識別（学術研究用品につ
いては新規発明品であること
又は本邦において製作困難で
ある事由） BHM an 1 C - - - - - - -

該当項目に入力が無く、別紙識別に入力がある場合、「AS PER
ATTACHED SHEET」と補完する。

スペースまたは０：別紙なし
１：別紙あり

72 国籍

COC an 2 - - - M - - - -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

73 職業

PRO j 140 - - - M - - - -

74 パスポート番号

PAS an 9 - - - M - - - -

75 在籍資格

ZSS j 140 - - - M - - - -

76 入国年月日

ARD an 8 - - - M - - - -

77 船名又は機名

YSN an 35 - - - M - - - -

78 入国港名

ARP an 20 - - - M - - - -

79 日本において同居する家族の
数

JPF n 2 - - - M - - - -

80 現住所電話番号

GTL an 11 - - - M - - - -

81 勤務先住所及び名称

KJN j 280 - - - M - - - -

82 勤務先電話番号

KTL an 11 - - - M - - - -

83 自動車（船舶、航空機）の名
称

AMN an 35 - - - M - - - -

84 形式

KSK an 40 - - - M - - - -

85 年式

NSK n 4 - - - M - - - -

86 車台番号

STN an 40 - - - M - - - -

87 機関番号

KKN an 40 - - - M - - - -

5079-03-3


